




①「授業のねらい」を子どもの具体的な姿でもつ

②導入で子どもが授業に入り込むよう，工夫する。

③資料の内容は，短時間で効果的に把握していく。

④「ねらい」にせまる中心発問をよく練る

⑤関わり合う場面を具体的にイメージして位置づける

⑥道徳的価値は，子どもたちの気付きを大切にする。

⑦「気づき」を確認しあう，分かち合う終末の工夫。

⑧子どもの発言から，道徳的価値にまで深める，教師の問い。







【くやしなみだ】

【場面②】
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